
『 渡 辺 先 祖 覚 書 』

は じ め に

戦国時代、福山市熊野町一帯を支配した豪族

「 濃逸氏」は、その特異な一字名から摂津渡辺

ξ

`含

誉∫[慧ll[ξ 云庭渥理こ昌房畜農看亀

越中守兼の筆になるもので、初代高の備後草土

村土着から説きおこし、自身の青壮年時代の活

躍、渡辺氏の山田入部迄を書 き留めている。

その目的は「 (自分の )甘より此かた京田舎種

々様々二干今至 りたゝすまい是といえども眼前

の子孫の為筆立てかけるべきなり」とあるよう

に自分の経験を子孫に伝えることにあったよう

である。しかし、なぜそのようなことに思い至

ったのか、彼の内面的な動機などは今 となって

は計 りようがない。さて、この史料の伝来につ

いてであるが、奥書によると天文 3年の原本を

元禄 10年 8月 10日 に写し、この写本を備後郷土

史界の先輩故浜本鶴賓氏がペン書きで写し、い

ま見る姿となったものである。残念ながら現在

では原本写本共に失なわれ、「浜本床のみが伝わ

っているのみである。浜本氏の但書によると

「 美濃紙ノ冊子、大字、天文 3年原書ヲ元禄10

年二写シタモノ古色蒼然タリ、朱書入 り、福山

府中町有田浄胎房備中ヨリ持チカエルモノ」で

あったという。但し、「 朱書 」は誤 りが多くこ

こでは取 らなかった。

この文書は、原本、写本共に失なわれている

ためか史料として引用されることは少ないよう

である。 しかし、その内容は年代が記入 されて

いないという難点があるとはいえ、記事は信頼

性が高 く、又、中世後半期 とい う史料僅少な時

代に、その当時者によって書かれたとい うこと

からきわめて価値の高いものといえ亀∫最近F
は草戸千軒町遺跡調査研究所の志田原重人氏、

神菊 ‖大学短期大学部教授網野善彦氏がこれを

史料として引用されておられる等その見直し、

利用の気運が生まれつつある。

こうした斯界の現状を見る時、写本が一冊しか

ないという本書の欠点は、その利用を著じるし

く疎外するものと言わぎる得ない。そこで「 こ

れを活字化しなければならない 」という義務感

が私の体中より沸き起こったわけであるが、い

かんせん、古文の知識にとばしい若輩者として

それは容易ではなかった、為に多数の諸先輩方

の手をわず らわせたわけで、元より私一個人の

手になるものではない。又、完全を期したつ も

りではあるが間違いも少なくないと思 う。この

点は浅学非才の手になるものとして御宥免いた

だきたい。

最後に、このように貴重な文書を後世に伝え

ていただいた、今はなき浜本鶴賓先生の霊に対

して深重な感謝の意を表 し筆を止めるものであ

る。

昭和 59年 7月 15日

帝釈庵にて  田  口 義  之

注(1)提勝義「 渡辺氏について」福山城博物館

友の会だよりあ 12。

(2)志田原重人「渡辺氏と草戸千軒」『 草戸

千軒』 %109。

(3)網野善彦
tt中
世都市「 草戸千軒」" 日本

の美術%215『 草戸千軒遺跡』

1.福山城鏡櫓文書館浜本文庫蔵「 渡辺氏系図

纂輯」所収本を底本とした。
2.利用の便を考えて左欄に簡単な見出しを附

した。

3 (注 )は最後に附した。

4 「漢字」、「か /F」 はなるべく現用のものに改めた
5.解続不明文字は□とした。
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天 文 3年

渡 辺 先
午 6月 20日

圭
日覚

祖

浜本書入れ

美濃紙ノ冊子 大字
天文 3年原書ヲ元禄10年二写シタモノ古色蒼然タリ 朱筆入 り
福山府中町有田浄胎房備中ヨリ持チカエルモノ

○ 初代渡辺高

・ 渡辺氏の本国は越中国

福井庄。

0高、備後草土村へ下向

女

・ 高、長和寺家分代官職

を50貫で請負う。

・ 高、守護被官となる。

・ 備後守護代犬橋満泰、

渡辺氏に国留氏跡を与

え、守護領上下村の代

官職に任ず。

○ 二代目渡辺兼

・ 茉 山名是豊に従い河

内国に出陣す。

・ 息二郎太郎、親を恨む。

0二郎太爪 金胎寺合戦

にて討死 (寛正三年四

月十日 )1462

0三代目渡辺家

0山名是豊、渡辺氏に市

村宇山長和寺家半済を

与える。

渡辺備後草戸村代々居住之次第越中守如此書残候条々事

今 享禄 3年書之
第一

][[「]璽i][::言[IttLII焦
昌亀耳挫電魯箸1:1争

しよう志やうにて親二放ル付而於地あ

り、高成仁之間為名代彼家公義のつ くのい仕、そのまゝ可乗取たく見、

二又皇i「 [1月撼党危7二『ζ[Fi蒙7詈襲進E夏1量を省天「

::ili曽[:[J「[[i賞][][[:]illif[〔夢
阜:]最孟君二繰喜塁〔::[ilT属畠優暑i:日 |こ [[里優為::「響:[::

:[骨番l[][:][[負 ][[:
セ親類候かれか跡為御旅従江州高二被

「候存生之間走廻、五拾―にて遠行候

第二貸曇也 習L詈冤言留念遭異E緯暑麗重≦I]遭熙糧懲長ξ履仰季[
意;よ『響岳習兵爾軍萩興毅人響晃優異毒虐通阜黒窯呈暴冥方:こ、
数ケ所蒙疵 是豊様より御感状干今有之 其以後河内着陣にて、息三

馨↑馨望二兆曇賛昴:準嗜こ二塁雷務入曇充住棋驚異曇輝子量管刃

]章i』::8:き曾[]貫][繁
奎慇響榛
類
昌屁鷲暫僅信鳳俣
て
言

【在陣罷下次男源三へ跡相続仕 六十
一にて正月十六日遠行候

第三代目 渡辺 若名源三 官ハ三郎左衛門尉 受領ハ信濃守 実名ハ家
也 男六人あり 兄ハ源二 次男ハ源四郎 三男ィヽ源六 今二人ハ他

場撃家釜曇農隼曇最優型駅喬量二
て
愁貴勒 属已寝菖忌

者山名遠碧院殿様之頭 御父子之御間之御訴夕にて公方かたをいさ□

-29-



・ 応仁の乱。家は東軍山

名是豊に従う (応仁元

年 )1467
0相国寺合戦 (同年十月

=日 )

・ 山名是ム 備後に入国

(文明二月四月 )1471
0是虫 宮下野守の籠る

柏村を攻撃す。 (同年

十一月 )

・ 是豊、備後一国を征圧。

・ 是豊、山内氏の甲山城

を攻撃す (文明七年六

月 )1475
0山名是豊の敗北

・ 是豊の被官人没落す

・ 家、各地を放浪す。

・ 家 宮田教言山内氏に

降参す。

・ 渡辺氏 所領を没収さ

れる。

・ 三谷尾河内両氏の争い

・ 両宮
冨肇属
の介入

・ 源三、宮若狭守を頼り

上京す。

○四代目渡辺兼 (覚書

の筆者 )
0将軍足利義材の近江出

陣 (延徳E年八月 )
1491

0義材の帰洛、諸大名の

然間猶船岡山御番餞之時家無比類太刀を打ちよ

i農亀仄 発31
集合最]選頭曇詈韮軍曇量露冥

8ビ::,i[3を

´
所に候て家大刀を

打高名仕候是豊様御感状干今有 :

にて茂矢仕り高名二候すでにいて□□一□かれに

Ii[1誓li:を遂在陣候その時のいて□□以下今に有之候 其以後
内殿様御勢衆大合戦之時家太刀

魯っr骨
候

ょ属層

][][i38i3
[急:曇
量層
:[[[][[l:
黛よ豆
≫
屈曇
:重20,馨曇層時ざ戦不斜侯 一きう

で

表

二ζ
y落

去の硼取分無比類働仕候 然間へ宮一類かしわ村に

獅戴曇舞層驚賛警響贋警彙岩nt言

`簾

畠』言量昌1                 

然処二安芸国毛利
r年之間御取詰候

儀駆諸謄藁『1                 種々様々而御陣破L 是豊様御陣中ニ

其まゝつゐて被召立御果候 然二是豊様御下人上下共石見国崩退候二没落せしめかなたこなた散々
:][[暦][言ili:會][i3

倉 l]:i338Nり 仕皆 々任意見 二家弟 二小二郎

忌詈T〕R紫曇由量二量暑単基冒
こうさんの三」χ色□□□□申井下
尊曇俗街暑ま食
土
曇豪禽言言鰈共国留分同上下市村宇山長和寺″

申先地故二子細にて相抱候家無相違手に入 其迄二て相抱 り在身仕整

名まヅ糧ニン
言
〔
][:ξ言]言
理‡量魯二塁晶1唇詣彗婁斎更島量
L郎右衛門尉引具し則被罷上候二郎左上之旨被仰下1

衛門尉事ハ虎松 と申子を於成仁

ょ職 mt子 庁Tttξ翼譲 褻宝曇電八癸曇展 喜:議曇早鼻
[兵署詈暦信警
世

言,「8顔][言[
及申候 其以後源三但州御屋形桟
制 十六のとし登 歳十七迄在京させ十八之とし京
御目候也此等之成下候て五十八正月十日遠行候

第四代目 今之渡辺 仮名源三 官ハ三良6左衛門尉 受領ハ越中守 実名ハ兼 廿より此かた京田舎種々
昏埋ュ焉島覇塵二喜

:1裏
繁]に 属

『 ][間
貧

86iilI[各 御供之衆中へ御

様□EEl至御ロ

御座候二付難儀之雖固ロニ候上選

曇搭蔭属曇番27曇5に於て度スζ御者笹憤内二 も御代絡執の御馬二て
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幕府出仕。 (明応元年

十二月 )1492

0兼、山内俊豊の腰添役

を勤める。

・ 垣屋氏大田垣氏和智氏

宗 俊豊に背く。

・ 兼、大田垣氏の誘いを

断り、俊豊に従う。

・ 山名俊豊、離京す (明

応二年二月九日 )1493

0若狭′jヽ浜に滞在す。

・ 但馬より味方の八木氏

塩治氏等到着す。

・ 山名俊蠍 但馬に入国。

・ 垣屋氏等、山名政豊を

擁し俊豊方と戦う。

・ りんほう山合戦。家

敵塚村二郎右衛門尉を

討取る (同年七月八日 )

・ 山内豊成、俊豊を備後

に迎えんとす。

・ 兼、俊豊 山内方として

活躍す。

・ 山内氏に対する隠謀。

・ 兼、備後に帰国す。

・ 山内直通は備後守護

(代 )に、兼は申次に

任ぜらる。

・ 山名俊豊、渡辺氏に恩

賞を与える。

・ 兼、山内直通方として

奔走す。

[ilii[:lil[i:lliili31i[[][:3[:を
の

3]:更lil]li[][][[:::il::]fi[「 ::[

l:][]:::[き
彗
i][:[[き:管賞:キ;:曹:I薫 [ξ

秀店黒吾會唇賢[罷f二最よ慣里月穣』蓮冒言

`昌

優て:Y[呂 ,電
「[i櫂    [[liきl:i:i33[[:[i層 ::li

ili麗[][]きるNI‡]:[il崖][雪を1[凩

殿佐々本田原申談山内殿を不慮遠意くセたてられ候とて御屋形様をは

日付衆取置山内殿を討留申二相定此答の検源三仕候とて最前可討果之

請合之難儀無是非候 御屋形様御調法を以二郎四郎殿事御下り候源三
被留置其以後為御使候下し候彼国在陣中二山内二郎四郎殿ハ備後守護

職御半J頂載候 源三ハ於国可為申次旨御判山内殿―行干今有之併京都

患:T糠]果星歪夏Fi晃曇魯最優響貧看島指裏種模軍4薯こ兵L詈
言5[遭経裏壇漫驚軍冒罫TT層肺冨曇既⊇巫曇讐[;置塁二取成剰へ於草戸直通其外作セ今日至生関談候強敵之陶山方より太参
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・ 木梨氏、山内直通に敵

対す。

・ 渡辺氏の山田入部の由

来。

・ 宮修理亮殿―行、山内

直通―行。

][[饂![]:ii[:1:警 ::[[,i]をi][:13

天文三年午六月廿日

渡辺越中守

兼 判

(奥書 ) 元禄十年丑八月十日写之

(1)不明、福井県福井市福井庄町附近か。 (2)室町幕府管領家筆頭の斯波氏、越前守護でも

あった。 (3)京都市上京区扇町にあった中世の寺院。のち泉桶寺塔中として再建。 (4)福山市草戸

町、当時は安居院悲田院領長和庄内に含まれていた。 (5)土塁にかこまれた屋敷の意。鷹取城跡

(草戸町鷹取 )の ことか。 (6)当 時長和庄 (福山市瀬戸町、草戸町一帯 )は下地中分されており、

寺家分とは領家方の意。庄の東半分を指すと推定。 (7)備後守護代犬橋近江守満泰。応永～嘉吉年

間 (1394～ 1443)の人物。 (8)福 山市瀬戸町地頭分の福成寺、現在は真言宗。

(9)福山市瀬戸町に勢力を持った土豪。 (0甲奴郡上下町矢野を本拠とした武士。 C)庄原市本郷甲

山城を本拠とした武±。 ⑫世羅郡甲山町周辺に勢力を持った武±。 0甲 奴郡上下町国留を本拠
とする武士か。 ⑭甲奴郡上下町上下。 ①大阪府富田林市龍泉にあった中世山城。当時、畠山義
就が拠っていた。 C16)足利将軍の命令 又は将軍自身を指す。0つ備後守護山名持豊の次男、弾正忠を

称し康正元年 (1455)頃 より備後守護。 こ8兵庫県揖保郡御津町室津の室山城。康正元年五月頃、
山名是豊は備後衆を率いてこの城に拠り、播磨の旧守護赤松氏の残党の攻撃を受けた (『 応仁記』

三 )。  ①大阪府富田林市嬉にあった山城。当時畠山義就方の軍勢が籠っていた。 ④寛正三年四
月 (『 長禄寛正記』箸 )。  (21)幕府管領畠山持国。 (22)寛正三年から同五年 (1462～ 63)に
かけての畠山氏の内粉。 (")市村は現福山市蔵王町。宇山は現福山市春日町宇山。長和寺家半
済は長和庄寺家方の半済地、場所不明。 (24)応仁の乱 (1467～ 77)。 (25)京 都市上御霊堅町
近か。 (26)是豊の父山名持豊入道宗全、法名遠碧院最高道峰居士。西軍の総師である。
(2)父持豊外山名一族のほとんどが西軍に属したのに対し、是豊は一人東軍細川方に属した。

(28)京都市北区船岡山。応仁二年 (1468)九月、東西両軍の合戦があった。 (29)京都市上京区

相国寺門前町にある臨済宗相国寺派総本 山。お花之坊はその塔中か、不明。 (30)福山市駅家町
法成寺を本拠とした武士。宮氏一族。 (31)応仁二年 (1468)十二月、是豊は京都府乙訓郡大山
崎町天王山の鳥取尾山城に在陣し西軍方と戦った (別本前田家所蔵文書 )。  (32)文明元年 (1469)
十二月、是豊は神呪寺山 (かんのをじやま)に 陣して味方の到着を待ち、西軍大内勢の拠る摂津三

宅城を攻めた。神呪寺は現兵庫県西宮市甲山に現存、十輪寺は同県高砂市高砂に所在。

(33)現 兵庫県神戸市。是豊は赤松氏等の東軍将兵と共に文明元年十月から十二月にかけて西軍大

内勢と摂津国内の各所で戦っている。 (34)(注)27参照。 (35)文明二年 (1470)十二月二十三

日、是豊は備後の西軍方を征圧するため備後に下向した。 (36)宮下野守家六代教元のこと。宝

徳二年 (1450)頃には宮下野修理亮教元として見え(「 康富記」宝徳二・七・五等 )、 長禄二年
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(1458)か ら寛正六年 (1465)に かけては駿河守教元 (「 在盛卿記」長禄二・十二・五。「 親元日

記 」等 )、 寛正六年二月父下野守元盛没後、同年五月八日か ら下野守を称す (「 親元日記」)。

(37)芦 品郡新市町下安井、柏。 (38)岡山県御津郡御津町を本拠とした武士。 この頃の当主は元
隆で東軍に属した。 (39)岡山県小田郡矢掛町の猿掛城に居城した武士。当時の当主は元資で東
軍に属した。 (40)『 備中洞松寺文書』によれば、庄元資の弟資長は文明三年十一月二〇日、備

後柏村の合戦で討死している。 (41)「 一きう」は芦品郡新市町宮内にある吉備津神社のこと。

「 里んそう」は「 輪蔵」のこと、現在吉備津神社の北側に地名が残っている。 (42)深安郡神辺
町上竹田にある土豪鼓氏の本拠。 (43)庄原市本郷甲山城主山内泰通。当時山内氏は有力な西軍
方。 (44)双三郡吉舎町を本拠とした武士。 (45)文明七年 (1475)六月、甲山城詰口で合戦
があった (『 田総文書』『 山内首藤家文書』)。  (46)高田郡吉田町郡山城主毛利豊元、元就の

祖父である。 (47)是豊の嫡子七郎頼忠、小早川氏の軍勢が是豊と呼応して山内氏と同じく有力
な西軍方であった江田氏の旗返城 (二次市三若町 )を攻めたので毛利豊元は江田氏の後巻として

出陣、頼忠、小早川勢を切り崩したのち、更に甲山城の後巻として下江田(二次市高杉町 )に進

出した(『 毛利家文書』二五一号。)(48)宮田教言。 (49)府中市出口町の八尾山城。
(50)岡 山県笠岡市。 (51)香川県丸亀市塩飽本島。 (52)香川県綾歌郡宇多津町。

(53)弓 削島のことか。 (54)「 三セん」は神仏にお金をそなえることを意味する。家は詫のしる

しとして山内氏等に相当額の銭を献上し、帰住の許しを乞うたのであろう。 (55)福山市水呑町小

水呑。 (56)福山市瀬戸町に地名が残る。瀬戸池の北方である。 (57)山名持豊の四男。文明五

年持豊没後家督を嗣ぎ但馬、備後の守護となった。 (58)文明十五年、政豊は旧領三ケ国 (播磨、

備前、美作 )を回復するため播磨に侵入した、この時の事か。 (59)渡辺氏と同ランクの長和庄

内の武士であろう。『 備後古城記』には沼隈郡佐波村 (福山市佐波町 )の古城主として名倉氏の名

がある。 (60)不明。三谷氏と同様長和庄内の土豪であろう。 (61)宮氏の有力者で宮若狭守政

信、同五二郎盛忠のこと(『 小早川家文書』等 )。  (62)政信或は宗兼のこと。宮氏は将軍奉公

衆として在京することが多かった。 (「 長享」「 永享」「 文安」各番帳参照 )。

(63)山名政豊の嫡男初め又次郎を称し、延徳三年十一月頃より弾正少弼を名乗る。 (長福寺文書 )

(64)延徳三年 (1491)八月二十七日、将軍義材は近江守護六角氏を征圧するため軍勢を率いて出

陣、三井寺光浄院(滋賀県大津市園城寺町 )に陣した。 (65)山名俊豊は同年八月十八日軍兵を

卒いて上京、同月二十三日将軍義材に謁したのち同月二十八日三井寺光浄院に参じた(『 蔭涼軒日

録』 )。  (66)滋賀県大津市坂本。 (67)将軍義材は明応元年(1492)十月十六日琵琶湖を渡り、

同月十七日夕刻金剛寺 (滋賀県蒲生郡 )に陣した (『 蔭涼軒日録』)。  (68)滋 賀県甲賀郡。

(69)明応元年七月十九日、将軍義材は諸大名に甲賀に進撃することを命令した。 (『 同』 )

(70)同年九月十五日、諸大名は甲賀口に陣を移した。この時の山名俊豊の軍勢は五百人許だった

という(『 同』)。  (71)明応元年十二月十三日、将軍義材は陣を撤し帰洛した (『 和長卿記』

等 )。  (72)『 蔭涼軒日録』等によると山名俊豊は明応元年十二月十八日、明応二年 (1493)一

月一日、同十四日、同十六日、二月四日に幕府に出仕している。 (73)明 応二年一月一日の幕府

に於ける諸大名新賀の出仕を指しているのであろう。 (74)不詳。出雲国能義郡の武士に田原氏

(佐 木々一族 )がある。 (75)山内直通。庄原市本郷甲山城主山内豊成の嫡子。

(76)通久。山内氏の支族。 (77)鳥取県八頭郡用瀬町を本拠とした武±。山名氏の被官。

(78)田原信濃守の一族であろう。 (78)兵庫県城崎郡を本拠とする武士。山名氏の有力被官であ

る。 (79)兵庫県朝来郡和田山町の竹田城を本拠 とした武士の山名氏の有力被官。

(80)兵庫県廟果郡。同県和田山町は太田垣氏の本拠。 (81)『 蔭涼軒日録』明応二年三月九日条

に「 山名霜台 (俊豊 )有但州之行。塩治弥四郎為迎上洛。同途下。」とある、このことを指すので
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あろう。 (82)京都市左京区下鳴。 (83)同八瀬附近。 (84)滋賀県高島郡朽木村。

(85)福井県小浜市。中世小浜湊として栄えた。 (86)若狭守護武田氏。この頃の当主は信親。

(87)兵庫県養父郡八鹿町を本拠とした武士。 (88)兵庫県城崎郡の武±。注 (81)参照。

(89)同 城崎郡香住町佐津。 (90)で 府竹野郡丹後町経ケ崎。 (91)城崎郡香住町無南垣にあ

る館山城のこと。 (92)同 香住町米地。 (93)同 香住町訓谷にある輸底山のこと。山名氏の被官

長氏の居城があった。 (94)『 蔭涼軒日録』明応二年七月二十二日条によると、この日但馬で山

名政豊方と俊豊方の合戦があり、俊豊方に十四、五人の戦死者があったという。 (95)山内泰通

の子豊成。 (96p和智氏の同族江田氏。本拠は二次市三若町の旗返城。 (9)和智氏の支族。

(98)世羅郡世羅西町津田。明応六年二月、毛利氏はこの地で政豊方の軍勢と戦っている(『 萩藩

閥閲録』巻十六 )。  (99)鳥取県八束郡美保関町。 (100)不 明。 (101)わ うゑは岡山県井原

市大江町。木庄は福山市木之庄町、山北は同瀬戸町山北。 (lC2)岡山県笠岡市南部を本拠とする

武士。 (103)三次市畠敷町に本拠を置いた武士。 (104)尾道市木梨の鷲尾山城に本拠を置いた

木梨杉原氏。山内氏と木梨氏は永正九年、小早川、毛利両氏の調停で和平している。よって事件は

永正九年以前である。 (小早川家証文二五三号 )(105)尾道市小原町。 (106)同 町にある中山

城のことか。 (1")神辺は深安郡神辺町。今大仙備中衆は不明。 (108)尾道市吉和町の鳴滝山

城のことか。 (1∞ )福山市熊野町 (110)芦品郡新市町に本拠を置いた宮氏 (宮下野守家 )と 思

われる。 (111)宮下野守家世嗣の通称。政盛の嫡子親忠のことか。 (112)知行宛行状のこと。

(113)比婆郡東城町に本拠を置いた宮氏か。千手寺は宮氏の開創と伝わり東城町川西に現存。

(l14)山田の地頭分のことであろう。現在その場所は不明である。熊野町の南部か。

(115)こ の部分には兼の親族に対する訓1戒的な文章がある。田日の判断で省略した。
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